
第７回 自然文化部会 会議概要 

 

日 時 令和 6年 11 月 28 日（木曜） 午後 2時 45 分～午後 3時 30 分 

会 場 北地区コミュニティセンター 講座室１ 

出 席 委 員 
諏訪委員、小日向委員、伊藤委員、坪木委員、飛鳥井委員 

小林委員、寺山委員 

欠 席 委 員 野口委員、有田委員、石山委員 

事 務 局 

関 係 課 

産業振興課（横木課長）、区民生活課（高野課長）、地域総務課（江戸課長、

佐藤主査） 

会 議 要 旨 

１．トークセッション「潟料理の魅力を語る」実施アンケート結果 

・概ねよかったとの感想 

（主な意見） 

・トークセッションの話が面白かった。 

・フィッシュバーガーがとても美味しかった。 

・展望ホールを週末だけでも開放してアルコール提供など大人の時間を設

けるのもいい。 

・インバウンドの富裕層にむけて潟料理などの企画を広めているという話

だが、まずは地元の方に良さを伝えてわかっていただけることが大事では

ないか。 
 

２．イベントの課題、引継ぎ事項について 

・福島潟自然文化祭内でフィッシュバーガーの販売をしてはどうか。 

・のぼり旗を活用して、自治協議会の認知度を上げていきたい。 

・イベントを行うとともに、口コミや SNS などを活用して福島潟や潟料理

などがもっと広まるといい。 

・潟の素材を収穫して食すようなこともいい。 

・福島潟自然文化祭の雁迎灯点灯期間（1週間）に、イベントを行うと効

果的ではないか（今年も来場者が多かったとのこと）。 

・潟料理などをインバウンドの富裕層をターゲットに広めようとしている

ことについて、地元にお金を落としてもらうことが目的。経済的に北区が

潤うよう企画している（産業振興課）。 

・潟料理については、新潟医療福祉大学の食物学科の協力で、エビデンス

がとれないか検討しようと考えている（産業振興課）。 

・展望ホールは条例で一般貸出しができなくなっており、アルコール提供

などもハードルが高い。条例改正など、徐々に進めていきたい（産業振興

課）。 

・イベント参加者から福島潟の水質について安全性を調査するべきとの意

見があったが、調査などしているのか。 

⇒新潟市の環境対策課で実施しているので次回報告する。 

                            以上 

 

報告資料２（自然文化部会）


